




【資料２】

※　団体概要一覧には足立区で活動されているフリースクール等や地域団体等を掲載させて頂いております。

１ 法人（団体）名 ２ 法人（団体）種別
３ 受入児童・
生徒等の対象年齢

４ 児童・生徒が貴団体を利用した
その後の将来像

５ 法人（団体）が不登校の児童・生徒の支援で
強みとしている点や、特徴的な取り組み

６ ホームページ

学校法人三幸学園  東京みらい中学校

学びの多様化学校

※　いわゆる
「不登校特例校」

１２歳～１５歳
高校進学、自ら考え・自ら行
動できる資質を持った人材

①　全授業のハイフレックス配信
②　教員2人体制
③　教室外の居場所の工夫
④　学習指導要領の標準時間数
　　1015時間を775時間に再編成
⑤　授業時間や時間割の工夫
⑥　ICTの利活用
⑦　個別支援
⑧　ポートフォリオ評価と家庭連携

学校法人三幸学園
東京未来大学みらいフリースクール

フリースクール
（進学等重点）

８歳～１５歳 進学、通学、社会適応など

①　体験活動
②　文化祭
③　宿泊行事
④　調理 etc

株式会社トライグループ
トライ式高等学院北千住キャンパス

フリースクール
（進学等重点）

１３歳～１８歳

「現在在籍の中学校に戻る」
「全日制高校を受験し進学」
「トライ式高等学院へ進学」
を実現することで将来の大学
受験を始めとした専門学校進
学や就職へ導く。

①　家庭教師・オンライン・キャン
　　パスによる対面指導など、マン
　　ツーマンによる学習サポート
②　AIを使った学習環境の用意
③　キャンパス別や都道府県や地域
　　別など様々な規模での学校行事
④　メタバースを用いたオンライン
　　行事

株式会社ベネッセコーポレーション
ベネッセ高等学院中等部北千住キャンパ
ス

フリースクール
（進学重点）

12歳～15歳

自分自身を見つめ、理解し、
夢中になれるもの（＝自分
軸）を見つけられるように、
中学卒業や高校進学など自信
を持って進路選択できるよう
にお手伝いします。

①　個人の生活状況に合わせた個別
　　時間割、その日の体調にあわせ
　　て学び方を切り替えられる仕組
　　み（通学スタイル生は当日オン
　　ラインへの変更が可能です）。
②　自分と向き合う探究学習と進路
　　指導を特徴としています。

学校法人小池学園
フリースクールtumu-ni

フリースクール
（居場所支援重点）

９歳～１５歳
　自分のやりたいことに前向
きに進んでいける。

①　開所したばかりのため、子供と
　　共に作り上げるフリースクール
②　子供がありのままでいられる
      居場所支援

認定特定非営利活動法人カタリバ 居場所支援 １１歳～１５歳
①　社会参画
②　社会的に自立していく
　素地を育てる

　食事・学習・体験を軸とした同世代・
小集団での活動

認定特定非営利活動法人キッズドア 学習支援

１１歳～１５歳

※　小学5年生
　～中学3年生

　不登校児童・生徒が自ら進
路を選択し、自立することが
できるようにしている。主に
高校進学を支援している。

　学校や福祉、地域ネットワークとの連
携に強みがある。また、多面的にアセス
メントをした上で他機関連携をするこ
と、進路決定プロセスに強みがある。

NPO法人LILA子どもの学び支援する会 学習支援 ７歳～１２歳
　別室を利用しながら在籍ク
ラスに通う過程を経て、在籍
クラス＝子ども社会に戻る。

　SSWやSCを通して繋がり、別室支援
と連携していること。

NPO法人スマイル・エイジングパートナー 子ども食堂 ７歳～１５歳
　こども達が地域に必要とさ
れ、地域で活躍できることを
目標としています

　当法人デイサービスでの「肩たたき」
を通して、高齢者との交流から子ども達
のやりがえに繋がっています

NPOまほろば 居場所支援 ６歳～１５歳
　発達障害のある子自身で人
生を選んでいく。

①　発達障害や不登校に特化して
　　いる点
②　スタッフが特別支援教育士や
　　公認心理士
③　言語聴覚士、SSWや教員など
　　専門職である点

—
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一般社団法人チョイふる 居場所支援 ７歳～１５歳

　経済的困難により、フリー
スクール等も活用できず、放
課後や休みの日の時間帯に居
場所がないお子さんが対象。
生まれ育った環境に関わら
ず、将来に希望を持てるよう
に、児童・生徒が抱える個別
の課題に伴走し、将来の選択
肢を自己決定できるようにサ
ポートする。

①　ゲームを活用したオンライン
　　居場所
②　食料支援や食事の提供を通じた
　　オフラインの居場所の両面で
　　不登校の児童・生徒をサポート
　　できるところ。

あだちファミリースペースevery tree フリースクール
（居場所支援重点）

６歳～１５歳

（その後は
ボランティア
など可能）

　子ども達が自分の好きなこ
とや得意なことを知り、将来
の選択を自分で選び社会と関
わりながら毎日を楽しむ、教
育の選択肢が広がる

①　対話の時間を大切にしている
②　子どもの権利について伝えている
③　地域の活動と連携をとり様々な
　　人との関わり合いを大切にして
　　いる
④　憧れられる大人と出会える機会
　　を作っている

オルタナティブスペイス森のじかん 居場所支援 ４～１２歳

　当事者の意見を尊重しなが
ら必ずしも復学がゴールでは
なく、家庭以外に安心して活
動できる居場所をみつけるこ
と。

①　大人と子供が同じ目線で一緒に
　　活動
②　心の教育を重視している点

がるまる 子ども食堂 １３歳～１８歳
　自己肯定感を育み社会活動
（進学・就職）が普通にでき
るようになる。

　こども食堂にボランティアとして参加
して、集団の中で役割分担を経験する。

キラキライキイキプロジェクト

居場所支援
（行き渋りや不登校の
子を持つ親のコミュニ

ティ運営）

— — —

コドモノマド その他
（居場所マップ）

—

　居場所マップがあること
で、街の中に自分がいていい
場所があることを認識し社会
に受け入れられている安心を
持てるようになる。 民間の居
場所と子どもたちが出会える
ことで社会とのつながりを作
ることができる。

—

トーキョーコーヒーあだちかつしか 居場所支援 —
　こどもが安心と自信を取り
戻し、意欲がでてくることを
目標としている。

　強要しない。活動に参加してもしなく
てもいい。ただあなたはここに居ていい
んだよという場所をつくっています。

Dopeeps(ドゥピープス) フリースクール
（居場所支援重点）

７歳～１５歳
　自分らしさに気づき、未来
へ踏み出せるチャレンジ精神
を育めるようにすること。

　社会人として必須となる自己理解や感
情のコントロールを育むEQ教育を独自
に取り入れていること

虹色応援プロジェクト 子ども食堂 ７歳～１８歳

**自己肯定感の向上:**
　温かい食事や居場所を提供
されることで、安心感や自己
肯定感が高まる。

　困った時に『ここに来れ
ば』と頼れる人がいるという
安心感を得られる。 と参加す
ることにより、自分の夢や目
標に向かう勇気を持ち前進す
ることが出来る将来像

— —

花保中学校協議会　校内居場所ASK 居場所支援 — —

　学校全体で「通いたい学校環境づく
り」をイメージしながらの登校しぶりに
対応できる場を増やし、校内での多様な
出会い・交流を拡げています。

—
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教育相談部が特別支援の輪を作ります

「どんな対応が適して

いるのだろう？」

それを考えて実践していく

中心であるのが

教育相談部です



◎困っていることは？

学校に行けない 相談したい 特別な配慮をしてほしい

家庭の事情があ
る

精神的に落ち着かな
い

発達面の課題があ
る

生活面に課題があ
る

学校生活上の配慮が必
要

授業中の配慮が必
要

登校練習をしたい
学校に居場所がな

い

◎校内別室指導
 支援員が常駐
 教室復帰が目的
 学習習慣の獲得や
登校練習の場とし
て活用

◎校内カフェ
 YSW週4回来校
 生徒が気軽に相談できる
居場所

◎おひとり様ランチスペース
 昼食を一人で食べたい生徒
のための居場所

◎地域の居場所
 生徒のニーズに合うサード
プレイスの提案

◎YSW
 週１回来校

◎各関係機関
 子ども家庭支援センター、
児童相談所、警察等

◎SC
 週３回来校

◎精神科学校医
 月１回程度来校
 生徒や保護者、教
員と面談し、アセ
スメントやアドバ
イスが可

◎特別支援教育心理士
（巡回相談）

 月１回程度来校
 生徒や保護者、教員と
面談し、アセスメントや
アドバイスが可

 発達検査（要相談）

◎ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｱｼｽﾄ講座
 教育相談部から申込み

◎教育相談委員会で共有も
しくは検討

個別支援計画の作成

◎教育相談委員会で検討

◎診断書や意見書の提出
 根拠に基づく配慮であ
るか確認

教育相談部が行う支援のフローチャート

◎教育相談委員会で共有

合理的配慮
（成績に関わる）

教育的配慮
（成績に関わらない）

◎担任・教科担当
教育相談部で検討


















